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田
η
％
６．

の
た
め
に
は
防
波
堤

（
百
五
十

一
い
て
も
お
尋
ね
す
る
。

】
じ

、
防
砂
堤
、
物
揚
場
も
で
一　
今
野
企
画
部
長
　
通
産
省
の

き
る
ほ
か
、
港
内
八
千
立
方
眉

一委
託
で
下
北
郡
東
通
村
と
市
浦

の
し
ゆ
ん
せ
つ
も
行
な
う
構
想

一村
を
調
査
し
た
。
東
北
電
力
は

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一四
十
六
年
度
着
工
の
線
で
計
画

編集と発行

村の人口

(11月 末日現在)
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巾
も
あ
り
、
路
盤
も
よ
い
の
で
一電
所

の
予
定
地
に
関
す
る
開
田

他
管
内
に
優
先
し
て
舗
装
願
い
一に
つ
い
て
は
、
水
利
の
問
題
な

た
い
。
ま
た
、
冬
期
交
通
確
保

一ど
調
査
し
て
み
な
い
こ
と
に
は

の
た
め
除
雪
セ
ン
タ
ー
を
相
内

一な
ん
と
も
言
え
な
い
。

に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

竹
内
知
事

道
路
の
舗
装
は
一　

十

三

橋

の

か

け

替

もヽ『』酬嘲椰
つぁ』げ馘潟
一　
え
、　当五刀缶■理

に搬離け膿デん
（脇元、農
一け罐餞』％
】資は盪凛狂ゝ

市
浦
、
小
泊
間
を
優
先
し
て
は
一　
工
藤
武
則
さ
ん

（
十
三
、
運

し
い
と
い
う
こ
と
は
、
正
直
な
一転
手
）
十
三
橋
を
永
久
橋
に
架

と
こ
ろ
む
ず
か
し
い
。
　

　

　

一替
し
て
は
し
い
。

富
田
土
本
部
長
　
除
雪
セ
ン
一　
富
田
土
木
部
長
　
百
層
以
上

タ
ー
は
、

こ
と
し
薄
市
と
車
力

一は
長
大
橋
と
い
っ
て
、
特
別
の

業
）
道
路
改
良
事
業
と
し
て
脇

一長
泥
橋
、
三
好
橋
な
ど
三
橋
を

世帯数
総人口

男
女

ヒザをまじえて話 し合 う県政懇談会の会場

竹
一地
域
に
限
ら
ず
全
国
的
な
こ
と

だ
と
思
う
。
定
時
制
が
で
き
て

か
ら
二
十
年
に
な
る
が
、

こ
れ

ま
で
は
普
通
科
が
多
く
、
高
校

事
業
の
資
格
を
取
得
し
た
い
と

い
う
傾
向
が
強
か

っ
た
。
今
後

は
地
域
の
産
業
に
マ
ツ
チ
し
た

工
事
中
だ
が
、
重
要
度
か
ら
い
一
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
き
た
い

竹
内
水
産
商
工
部
長
　
水
戸
一　
安
田

一
二
さ
ん

（
相
内
、
公

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
口
附
近
の
禁
ル
を
解
除
す
る
と
一務
員
）

一
、
教
職
員
の
宿
日
直

本
荘
珍
雄
さ
ん

（
十
三
、
漁
一と
も
に
、
管
理
を
、
卜
三
漁
協

一
の
空
直
に
伴
な
う
備
品
の
整
備

ン
タ
ー
を
市
浦
村

に
設
置
し
て
一　
岡
本
教
育
長
　

一
、
校
長
住

だ
が
、
調
査
期
間
で
あ
る
た
め
一し
て
役
場
庁
合
や
奥
協
事
務
所

一
っ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
問
題
は
な

し
、
諸
工
事
の
関
係
な
ど
で
建
一
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一る
五
十
四
校
に
は
、
五
十
万
円
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地
元
関
係
者
と
相
談
し
た
い
。
Ｔ
一十
二
カ
所

に
威
置
さ
れ
る
。

一村
が
二
分
の

一
負
担
す
る
こ
Ｌ

徐

々

に

拡

張

―

―

山
田
道
義
さ
ん

（
十
三
、
公

務
員
）
十
三
湖
の
自
鳥
が
年
ご

と
に
減

っ
て
い
る
。
自
鳥
保
護

の
た
め
全
面
禁
猟
保
護
区
に
し

斎
藤
農
林
部
長
　
全
湖
面
を

保
護
区
に
設
定
せ
よ
と
い
う
声

も
あ
る
が
、
十
月
に
開
か
れ
た

第
六
回
の
公
聴
会
で
は
替
否
が

半
ば
し
て
い
た
。
だ
ん
だ
ん
保

護
区
を
広
げ
て
い
く
方
法
が
よ

い
の
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

岡
本
教
育
長
　
文
化
財
を
保

護
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

あ
り
、
細
か
い
点
ま
で
努
力
し

た
い
。

坂
井
健
二
郎
さ
ん

（
十
三
、

漁
業
）
十
三
湖
の
水
戸

口
附
近

の
禁
漁
区
域
を
自
主
管
理
と
し

十
三
漁
協

へ
委
託
さ
せ
て
ほ
し

・　

一
、

―――
向
讐
察
官
駐
在
所
に

一『柿̈
］報】“恥いうとし、̈“

´
ド
■
者
が
組
織
を
通
し
て
誘
女

Ｌ

Ｉ

た

っ
よ
い
の
で
は
な
い
か
、

翻

‐‐‐‐ち
―――‐‐
面
か
あ
協
ノノ
し
た
い
●

つ
一　
山
キ
県
警
本
部
長
　
現
在
予

県

一算

は
な

い
が
、

徐

々
に
架

設

Ｌ

堕斜
恒
ト

」鶴
肝
寿

酬一Ｈ畦れ詢藤勲て琳吐睡Ｆは

報機
一■
＝
■

，

一
般
会
計
珈
ｍ
五
百
四
十
七
万
円
追

加

出

か

せ
ぎ

の

集

団

化

を
は

か

る

成
田
勲
さ
ん

（脇
元
、
大
工

）
出
か
せ
き
者
の
集
団
就
職
の

あ

っ
せ
ん
を
考
え
て
ほ
し
い
。

秋
田
民
生
労
働
部
長
　
万
国

博
の
関
連
工
事
で
大
量
の
求
人

が
き
て
い
る
が
、
な
る
べ
く
責

任
者
を
決
め
、
集
田
で
赴
任
す

る
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
出

か
せ
ぎ
に
伴
な
う
晴

い
話
題
を

一
掃
す
る
意
味
で
も
、
職
安
を

通
す
よ
う
協
力
し
て
ほ
し
い
。

外
崎
竜
順
さ
ん

（
相
内
、
隅

侶
）

一
、
国
有
林
の
資
源
活
用

に
よ
る
木
工
所
を
誘
致
し
て
は

へ
き

地
校

に
有

利

な

育

英

資

金
―
―

寺
田
千
秋
さ
ん

（脇
元
、
公

務
員
）
高
校
進
学
向
上
の
た
め

へ
き
地
中
学
校
出
身
者
に
ち
実

資
金
制
度
の
範
囲
を
拡
大
し
て

岡
本
教
育
長
　
へ
き
地
に
つ

い
て
は
有
利
に
取
り
あ
っ
か
つ

△
ガ
ン
の
話

１
死
亡
順
位
は
第

二
位
で
、

年
間
十

一
万
人
近
く
の
人
が
死

亡
し
て
い
る
っ
脳
卒
中
と
合
せ

る
と
、
死
亡
者
全
体
の
三
分
の

一
を
し
め
て
い
る
。

２
ガ
ン
の
で
き
た
場
所
に
よ

る
死
亡
状
況
を
み
る
と

男
で
は
胃
イ
ン
、
五
十
％
、

肺
ガ
ン
十
％
、
肝
蔵
ガ
ン
十
％

女
で
は
、
胃
ガ
ン
四
十
％
、

子
官
ガ
ン
二
十
％
肝
蔵
ガ
ン
十

３
ガ
ン
な
ど
に
か
か
ら
な
い

生
活

の
工
夫

○
ク
パ

コ
の
吸
い
過
ぎ
を
止

め
る
。

○
酒
の
飲
み
過
ぎ
を
止
め
る

○
塩
か
ら
い
も
の
の
食
べ
す

ぎ
を
止
め
、
牛
乳
を
よ
く
飲
む

○
熱
す
ぎ
る
食
物
を
警
戒
す

△
健
康
で
長
生
き
す
る
食
生

活
の
知
恵

食
物

の
と
り
方
や
食
習
慣
が

病
気
や
長
生
き
に
大
き
な
関
係

○
白
米
食
の
問
題
点
と
そ
の

改
善１

、
日
本
人
の
食
生
活
は
、

主
食
と
オ
カ
ズ
の
比
率
が
七
対

三
で
主
食
の
し
め
る
割
合
が
大

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
類
を
補
強
し
た
食

物
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

５
、
強
化
女
の
活
用
は
寒
冷

米
作
地
帯
で
は
と
く
に
必
要
で

に
な

っ
て
い
る
。
市
町
村
が
負

で
あ
る
が
、
役
場
庁
合
や
農
協

一担
す
る
三
分
の

一
を
県
費

に
せ

事
務
所
の
建
設
は
、
事
業
と
し
一よ
と
い
う
こ
と
は
、
日
下
検
討

て
は
で
き
る
が
補
助
の
対
象
と
一中
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も

は
な

ら
な

い
。

細

か
い
点

に

つ
一空
直

に
対

し

て
は
万
全

を
期
す

い
て
は
調
査

し
て
み
る
ｃ
　

　

一
る
た
め
努
力

し
た

い
。

一
、
研
修
は

一
校

一
人
を
さ

け
て
い
る
。
な
る
べ
く
地
域
の

代
表
者
を
研
修
さ
せ
、
伝
達
指

導
と
い
う
形
で
や
つ
て
い
き
た

い
。
さ
ら
に
地
域
で
は
自
己
研

修
会
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
土
木
）

村
通
の
除

ｉｌｉ
、

―――
内
―
十

三
間
の
付
市
一維
持
――ｌｉ
修
費

…
７二
十
五
万
す
．千
円

（消
防
）

体
内
で
不
完
全
攣
焼
に
よ
り
る

る
と
、
ご
は
ん
は
電
気
、
ビ
タ

燃
え
カ
ス
に
る
よ
り
肩
こ
り
、
　

ミ
ン
は
機
械
油
、
た
ん
白
質
は

疲
れ
、
脚
気
症
状
、
神
経
痴
な

整
備
役
に
当
る
。
整
備

の
悪

い

ど
が
起
き
て
く
る
ｕ　
　
　
　
　
油

の
き
れ
い
た
モ
ー
タ
ー
に
電

３
、
ま
た
、
白
米
の
と
り
過

流
を
流
し
て
も
、

モ
ー
タ
ー
は

ぎ
が
分
解
産
物

の
酸
性
に
な
り

う
ま
く
回
ら
ず
、
最
後
に
焼
き

体
の
抵
抗
力
が
東
え
、
病
気
に

切
れ
て
し
ま
う
。

な
り
や
す
く
な
り
、
長
く
続
く

　

２
、
働

い
た
り
、
体
温
を
保

と
、
動
脈
硬
化
、
高
血
圧
、
卒

持
す
る
た
め
の
カ
ロ
リ
ー
は
、

中
、
ガ
ン
な
ど
の
誘
四
と
な
る

そ
れ
程
気
を

つ
か
わ
な
く
て
も

４
、
白
米
の
欠
点
を
補
う
に

と
れ
る
が
、
た
ん
白
質
、
カ
ル

は
強
化
米

（
ポ
リ
ラ
イ
ス
）
、

¨
シ
ユ
ウ
ム
、
ビ
ク
シ
ン
は
う

つ

強
化
麦

（
ビ
タ
バ
ア
レ
ー
）
の

か
り
す
る
と
不
足
す
る
。

３
、
た
ん
白
質
は
消
化
分
解

さ
れ
て
、

ア
ミ
ノ
酸
に
な
り
、

体
を
補
修
し
て
い
る
が
、
人
間

に
必
ら
ず
必
要
な
ア
ミ
ノ
酸
は

動
物
性
食
品
に
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。

４
、
上
手
な
食
べ
方
は
、
な

る
べ
く
種
類
を
多
く
し
、
野
菜

は
動
物
性
食
品
の
二
倍
位
食
べ

る
よ
う
に
す
る
。

○
脂
肪

の
効
果
と
正
し
い
食

べ
方１

、
で
ん
ぶ
ん
質

の
三
倍
の

カ
ロ
リ
ー
を
出
す
の
で
、
胃
の

負
担
を
軽
く
す
る
。
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
の
元
に
な
る
カ
ロ
チ
ン
の
吸

収
を
良
く
す
る
。

６
、
米
の
で
ん
ぶ
ん
質
は
食

　

２
、
人
間
に
必
要
な
脂
肪
酸

塩
を
さ
そ
う
性
質
が
あ
り
、
高

は
植
物
性
脂
肪
に
多
く
含
ま
れ

血
圧
、
ガ
ン
の
誘
因
と
な
る
。
　
て
い
る
。

こ
れ
は
動
脈
硬
化
、

○
た
ん
白
質
の
正
し
い
活
用

心
臓
病
の
原
因
と
な
る

コ
ン
ス

人
間
の
体
を
モ
ー
タ
に
例
え

テ
ロ
ー
ル
の
害
を
防
ぐ
。

医

師

の
確

保

は

決

め

手
が

な

い
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経
済
力
の
培
養
と
住
民
福
社
の
向
上
は
か
る

交
通
、
通
信
網
の
整
備
と
産
業
の
生
産
基
盤
拡
充

な

ど

七

項

目
の
施
策
を
四
カ
年
計
画
で
進
め
る

産
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の

整
備
を
重
点
と
し
て
、
農
山
漁

村
に
お
け
る
経
済
力
の
培
養
、

住
民
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
た

め
、
本
村
で
は
今
年
度
山
村
振

興
法
に
基
く
計
画
地
域
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
振
興
事

業
の
重
点
施
策
は
①
産
業

の
生

産
基
盤
②
交
通
、
通
信
網
の
整

備
③
文
教
施
設
の
整
備
を
柱
と

し
、
七
項
日
に
わ
た

っ
て
各
種

の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
事

業
は
市
浦
村
建
設
五
カ
年
計
画

の
基
調
を
と
ら
え
、
昭
和
四
十

三
年
度
か
ら
四
カ
年
間
で
完
了

の
予
定
で
す
。

振
興
事
業
の
計
画
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

交
■
・
‐施
一策
一

②
農
業
経
営
の
合
理
化
を
ネ

ラ
イ
と
し
て
、
脇
元
地
区

に
団
体
営
圃
場
を
整
備
す

る
。
区
画
整
理
五
十
三
、

四
診
、
実
施
は
四
十
四
年

度
＝
三
千
七
百
三
十
八
万

③
漁
業
生
産
性
の
見
地
か
ら

脇
元
漁
港
を
整
備
す
る
。

防
波
堤
百
五
十
六
Ｍ
、
防

砂
堤
五
十
層
な
ど
が
お
も

な
も
の
。
四
十
四
年
度
か

ら
四
十
六
年
度
ま
で
の
三

カ
年
間
で
実
施
＝
五
千
九

百
九
十
万
円
。

④
森
林
資
源
の
増
大
を
は
か

る
た
め
の
造
林
事
業
と
し

て
、
公
有
林
を
整
備
す
る

造
林
百
分
、
四
十
三
年
度

か
ら
四
十
六
年
度
ま
で
四

カ
年
で
実
施
＝

一
千
六
百

万
円
。

①
教
育
効
果
の
実
を
あ
げ
る

た
め
、
市
浦
村
統
合
中
学

校
を
建
設
す
る
。
鉄
骨
校

舎

二
千
五
百

一
平
方
層
、

寄
宿
舎

二
千
四
百
八
十
七

平
方
Ｍ
な
ど

一
億

二
千
七

百
五
十
四
万
七
千
円
。
屋

体
鉄
骨
六
百
七
十
六
平
方

Ｍ

一
千
六
百
三
十
五
万
九

千
円
、
四
十
四
年
度
か
ら

四
十
六
年
度
ま
で
の
三
カ

年
で
実
施
す
る
。

②
金
木
高
校

々
舎
三
百
十
六

・
七
平
方
研
を
四
十
五
年

度

に
改
善
整
備
す
る
＝

二

百
万
円

③

へ
き
地
に
お
け
る
教
員
の

た
め
、
脇
元
と
桂
川
に
小

型
動
カ
ポ
ン
プ

ニ
台
、
九

十
万
円
と
各
地
区
に
防
火

水
槽
八
基
を
三
百
六
十
万

円
で
整
備
す
る
。
四
十
三

年
度
か
ら
四
十
六
年
度
ま

で
の
四
カ
年
間
で
実
施
す

⑤
直
営
相
内
診
療
所
を
整
備

す
る
た
め
．
木
造
三
階
建

て
七
百
平
方
妍
を
建
設
す

る
。
四
十
六
年
度
に
実
施

の
予
定
＝

二
千
万
円
。

■
■
‐全‥■
一

雛幌囃桂辞郵財』」「
一

蔵を．批研動切初雅唯稼
一 ①

農
地
の
災
害
を
防
止
し
、

農
業
生
産
の
安
定
を
は
か

る
た
め
、
河
川
改
修
を
行

な
う
。
相
内
川
の
築
堤
六

百
九
十
Ｍ
で
四
十
三
年
度

か
ら
四
十
六
年
度
ま
で
の

四
カ
年
間
で
実
施
す
る
＝

一
千
五
百
万
円
。

②
海
岸

の
浸
食
を
防
せ
ぐ
た

め
、
海
岸
保
全
施
設
と
し

て
脇
元
海
岸
に
堤
防
百
十

六
Ｍ
を
四
十
三
年
度
か
ら

四
十
六
年
度
ま
で
の
四
カ

年
で
実
施
す
る
＝

一
億
六

千
六
百
万
円
。

③
相
内
川
、
磯
松
川
等
の
砂

防
施
設
を
整
備
す
る
た
め

太
田
と
磯
松
に
砂
防
ダ

ム

六
基
を
四
十
三
年
度
か
ら

四
十
六
年
度
ま
で
の
四
カ

年
で
つ
く
る
＝
四
千
二
百

万
円
。

以
上
、
概
算
事
業
費
は
七
億

四
千
百
三
十
三
万
六
千
円
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
国
の
補

助
は
三
億

一
千
九
百
十

一
万
人

千
円
、
県
の
補
助
が

一
億
四
千

三
十
二
万
円
、
村

の
負
担
が
入

千
八
百
七
十
九
万
九
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

こ
の
計
画
は
今
後
多

少
の
変
更
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
土
保
全
施
策

の
事
業

主
体
は
す
べ
て
県
で
す
。

円
で
建
設
す
る
一
四
十
五

年
度
か
ら
四
十
六
年
度
ま

で
の
ニ
カ
年
で
実
施
の
予

定
。

■
会
環
境
蔵
薇

①
環
境
衛
生
の
向
上
を
は
か

る
た
め
、
ゴ
ミ
焼
却
施
設

と
し
て
焼
却
炉

一
基
と
運

搬
車

一
台
を
五
百
万
円
で

設
置
す
る
。
四
十
六
年
度

に
実
施
の
予
定
。

②
簡
易
水
道
を
相
内
太
田
、

桂
川
に
設
け
る
。
給
水
人

口
は
二
千
三
百
六
十
人
の

予
定
だ
が
、
四
十
四
年
度

と
四
十
五
年
度
の
ニ
カ
年

で
実
施
す
る
＝
三
千
万
円

同
じ
く
脇
元
磯
松
に
も
簡

易
水
道
を
設
け
る
が
、
給

水
人
口
は

一
千
五
百
四
十

人
で
、
四
十
三
年
度
に
実

施
す
る
＝

二
千
二
万
円
。

③
役
場
庁
舎
の
老
朽
化
に
よ

り
、
鉄
骨
二
階
建
て
四
百

九
十
五

・
八
平
方
Ｍ
の
新

庁
合
を
四
十
五
年
度
に
お

い
て
整
備
す
る
＝
二
千
八

百
万
円
。

④
消
防
力
の
消
強
を
は
か
る

市浦村山村振興計画説明図

蓼 ニ

ζに
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田
は
こ
れ
ま
で
の
四
倍
、
畑
は
二

・
五
倍

相
内
児
童
舘
が
完
成
し
ま
し
た

―
―

一
般
の
人
に
も
広
く
解
放
―
―

協［“】̈
呻峰嚇］』］「一』細筆・辞嘲盤ぼ動鉗雌つ、

れ
に
つ
い
て

一
級
か
ら
十
五
級
一し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

ま
で
設
け
、
各
等
級
ご
と
に
十
一　

ン」
れ
は
昭
和
四
十
二
年
九
月

一　
改
定

に
な

っ
た
基
準
額
は
次

ア
ー
ル
当
り
の
最
高
額
を
定
め
〓

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
一
の
と
お
り
で
す
。

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
準
額
の
一　
し
た
が

っ
て
、
現
在
小
作
契

ス
ニ

日
四
十
万
円

（
県
費

補
助

一
　

脇

元

地

区

田
谷

久
助

さ

ん
宅
前

´
　

　

　

一

え 健
た 康
矢ロ ブ(

識 学
を 卒
活 業
か 二L
し の
て 皆
く さ
だ ん
さ  ｀

い 覚

医

1専

山

上

豊

日

五

所
|||

属:

保
健
i奸

長

が

大

い
に
出
係
が

あ
ろ

）

―…―…‐

ぃ
作
杓
ち

肥
――

の
配
分

で
も
き
ず
、

一「
虫
■

に
お

か

ｉ
れ

や
十

い
。

人

‐―――

の
体

ｔ

一
戸
籍
の
窓

口
　
¨

柏
谷
光
博

（
相
内
）
重
蔵

三
上
友
人

（
脇
元
）
友
治

成
田
久
美
子

（脇
元
）
勇
蔵

佐

々
木
和
長

（
相
内
）
栄
蔵

相
川
美
栄
子

（
十
三
）
義
美

相
川
恵
美
子

（
十
三
）
義
美

奈
良
貴
子

（十
三
）
賢

一

川
上
直
子

（
磯
松
）
勝
人

三
上
勇
二

（
相
内
）
勲

石
沢
慎

一

（
十
三
）
慶

一

湯
浅
俊
子

（十
三
）
信

一

三
和
宏
子

（
相
内
）
義

一

北
　
憲

二

（
十
三
）
昭
二

山
田
孝
夫

（桂
川
）
正

松
橋
昇

（十
三
）
ヤ
ツ
子

万
谷
清
二

（脇
元
）
平
内
吉

安
保
和
雄

（
相
内
）
静
雄

高
杉
和
人

（
太
田
）
金

一
郎

中
井
秀
行

（
十
三
）
貫

一

福
井
美
希
子

（
十
三
）
勝
春

安
保
和
性
子

（桂
川
）
上
造

戸
崎
恒
夫

（神
奈
川
）

鳴
海
勝
子

（
相
内
）

曾
志
崎
健
作

（
千
葉
）

宮
崎
イ
ミ
コ

（
十
三
）

木
村
純
雄

（
大
田
）

高
橋
美
津
子

（
埼
玉
）

佐
藤
裕

（
相
内
）

小
山
順
子

（
川
崎
）

有
村
弘
海

（鹿
児
島
）

俵
谷

ハ
ナ

（脇
元
）

新
岡
春
辛

（
十
三
）

田
沢
敏
子

（
鶴
田
）

平
石
誠
広

（東
京
）

佐
藤
利
恵

（
相
内
）

笹
山
善
三

（脇
元
）

佐

々
木
カ
ツ
子

（車
力
）

奈
良
徴
徳

（
相
内
）

外
崎
園

（青
森
）

佐
藤
修

一

（青
森
）

三
浦
彰
子

（
相
内
）

白
岩
忠
雄

（
小
泊
）

三
橋
良
子

（
磯
松
）

田
川
義
則

（
千
葉
）

村
山

マ
リ

（
十
三
）

鰊

魏

上
野

ヨ
子

（
十
三
）
８０

中
村
清
吉

（脇
元
）
６‐

成
田
唯

一

（桂
川
）
６２

梶
浦

つ
せ

（
十
三
）
７６

新
岡
幸
俊

（
十
三
）
１４

三
上
惣
八

（
相
内
）
７９

中
井

つ
せ

（
十
二
）
５８

中
村
キ
ヤ

（
脇
元
）
８３

相
川
源
古

（
十
三
）
７３

が

大
切

だ
と
考

え
ま
す
。

保

健
所

で
は
、

補
習
講
座
、

セ

ミ
ナ
ー
な
ど

で
、

援
助

い
た

し
ま
す

の
で
、
積
極
的

に
村

長
さ

ん
や
係

の
方

に
申

し
出

お
り
ま
す
）^
保
健
所
で
も
実

現
に
努
力
い
た
し
ま
す
の
で

方

々
に
Ｐ
Ｒ
願

い

・
――
は
幸

い

で
す
。

‖1

内 来

開 度
き

｀

た 村
tヽ 1を

言 ん

七
十
三
中
学
校
創
立
二
十
周

た
拍
「
鉾
窃ヽ
「
切
動
い．囃
枝
一年
配
輸
賦
縁
膨
躇

木
村

功

買

い
ま
し
よ
う

永
年
勤
統

（
五
年
以
上
）
＝
〓
　
一
年
間

（
昭
千‐‐
四
―

一
年

衿
松
雌
、
依
路
佐
２

一
一
憫
珠
〓
　
度
）
に
村
へ
は
い
っ
た
ク

△
脇
元
中
学
校
創
立
二
十
周

〓
　
万
円
で
し
た
。

年
記
念
式
表
彰
者
　
　
　
　
　
一ド

ー

，

完成 した相内児童館

△
脇
元
小
学
校
創
立
九
十
周

〓

年
記
念
式
表
彰
者
　
　
　
　
　
一一

後 1:;鳴 宮 三 木 佐 沢 山
藤 海 海 坂 浦 村 々 田 内
聴 山 千 勝 詔 歩 木 IL公
子 香 香 義 子 ⌒ 美 子 pl

⌒ ⌒ ⌒ ⌒ ⌒ 十 幸 ⌒ ⌒
磯 利1相 磯 相 三 ⌒ 相 相
松 内 内 松 内

V相
内 内V V V V V正

内
V V

良 憲 憲 善 金 年
V京

和
治 弥 弥 三 松  松 一 男

郎   雄
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冬
を
迎
え
て
い
ょ
い
よ
火
災

シ
ー
ズ

ン
に
は
い
り
ま
し
た
。

本
村
で
も
す
で
に
、
六
月
二
十

四
日
、
十

一
月
十

一
日
、
十
二

月
四
日
と
三
件
の
火
災
が
相
次

い
で
発
生
し
、
多
額
の
損
害
を

受
け
ま
し
た
。
ど
の
火
災
も
ち

よ

っ
と
し
た
火
の
ふ
し
ま
つ
か

ら
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
で
は
こ
の
ほ
ど
。
各

家
庭
の
火
焚
き
場
の
検
査
を
し

ま
し
た
が
、
取
り
灰
の
不
完
全

処
理
、
煙
突
の
取
り
つ
け
不
良

な
ど
が
日
だ

っ
て
多

い
こ
と
を

L tt iLづ ri族 少 さ る る しと           
〔を I吹 り11  ● 木 も lり

′
ll′t

二の .し か11の 年 ヽヽ た くた し          
り (|「 く  飲 然 交 ||||し 通

二際 しい解 話非 「め 楽
it         )ん 機 な や 酒 に i血 ||||て if

珊 用脚'  羅:i拗警:I亀 せ電じ堕 :矢 】:

三高 楊 t t無 案,     
「すりくつ うり珈よ
Lれ まお C  °'|:人 安 う
:ば す 酒     lキ えも

`ヽ

に

日危『鴇22是 ]告茶ゑ|                       
も

:  ◆   ○    ○ の

3入 金け 以難 らもをみ             
し 道 tヽ は 車 うか rlお で

三
社 贅 亀去 ?鷲 ?:宅 I     

｀ 意 路 よ絶 を
°
な卿 す

誠グ鋤… 出 :i[騨 潮
:

亘劣姓 猿 態献 糧 [
言 場 い 行 す 遊 の f

言倉亡警 亀暮 な :     
つ` よまる ましヘ

| °  うせ 人  し て は
)   °

な に  よ 行
｀

i  ②  ①     C
曇 ぐ どん暴  ◇ ご も り           )ま

     |メ 〔よこ思 に

言要ネ傷壼貧宅量各    Jす
交 ◆重ういЩ

｀と 通  ル 歩 に な や が
'111レ .`F全

を 行 予Eと す け な

昌 智息翌Elま ∫電     :ど
故を守者にきぃなス

ピう で 守 つ は し の も い ヒ

壼 せ 暴 て く υ′わ  ま て            1し
の り て ま ま IIの 。

|千 1

言  る 力 ふ 行 追 く  い か           
′て 死 ま 自 ず し 転 で 故 |

言  °
で せ 為 放   話 ら            

こも 傷 し 分 ル よ は す を を

■  よ ぐιi   r O         '歩
者 よ の | う

｀ Cじ
:||

R年 ?胡雲:千 亀精4こ  に _  質ふヽ腹響姦牢 ◆

詈  与t鍛     殿
°
藻
°
 鼻

` 
茫  寡要英箸斑亀安  つ

百ぁ具1

昌1    手l忌 : へ    、まど、シリ t笹

~~石~~

◆    ◆
ア こ に 完 ス 完
イ と も全 卜全

ン ー 処 ブ 取｀ 度 理 等 り

夕  し
｀
取 け

ツ か 寝 り る
等  め る 灰 こ
の  る 前 は と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

火
災
防
止
の
た
め
次
の
点
に

十
分
注
意
し
ま
し
よ
う
。

◆
石
油
、
ガ
ス
、
電
気
ス
ト

ー
プ
の
取
り
扱

い
に
注
意

す
る
こ
と
。

と
く
に
石
油

ス
ト
ー
プ
は
、

①
燃
え
て
い
る
と
き
は
油
を
補

給
し
な
い
こ
と
②
火
の
つ
い
た

ま
ま
持
ち
運
ば
な
い
こ
と
③

フ

ス
マ
、
障
子
な
ど
燃
え
や
す

い

も
の
の
そ
ば
に
置
か
な
い
こ
と

◆
風
呂
、

ス
ト
ー
プ
等
の
煙

突
に
破
損
が
な
い
か
ど
う

た

す

け
あ

さ
あ

み

ん
な

が

サ

ン
タ
ク

ロ
ー
ス

電
気
器
具
の
使
用
に
注
意

す
る
こ
と
。

◆
タ
バ

コ
の
吸

い
が
ら
に
注

意
す
る
こ
と
。

◆
子
ど
も
の
火
遊
び
に
注
意

す
る
こ
と
。

販
り
灰
の
し
ま
つ
は
完
全
に

―
―

多
い
煙
突
の
販
り
つ
け
不
良

―
―

Ｎ
Ｈ
Ｋ

歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
に
ご
協
力

し

て

下

さ

い

運「を一一』じ歳口な一つたガ明一̈一̈『一一姜一中̈一中̈一一̈一

、メみi〕

言1   瑠棗し
｀
1設

メ
:

言|   ヽ シ鳴
三1     医
百 ィ                                     ー

2 7 1. 12

:iti    ]     [

言|:i 會義言i:it'ilを i葉

2二

人
墜l:]∫[[ζ[;1,:i「二

言1言 墾ミ言]・

~量

E8:f[ti曇

:i 

°

卜
´こに

つれ“和賜鏡はｂわれい
一『相凛わ峨雌
つを嘲」資哺蹴

な

っ も
“
計

の ら

運 ヵ、
”
ぃ

．
に
稗
葉
一す
が

援
伊

は
、
村
内
各
郵
便
局

“ハ興けがたたかい心の一崚餞はい婦枷社紡帥嗽橘熱

し
て
い
ま
す
。

十
六
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
こ
と
一共
同
募
金
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森
、

し
て
十
七
回
目
を
迎
え
ま
す
が

一弘
前
放
送
局
で
受
け

つ
け
る
こ

一
十
六
回
ま
で
の
義
援
金
の
総
額

一と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

は́
約
二
十
億
五
千
万
円
に
も
達

一　
ま
た
、
配
分
の
状
況
、
義
援

ヘ
ノ
、た
―
て
の
ノ
、間
膨
式
、

最
折
の
社
―――
習
得
、
勤
務
Ｌ

な

か
っ
の
勉
学
が
で
き
る
明

る
い
舌
｝
い
＝
―ｌｆ
は
に
入
隊

し
よ
う
）
志
臣
で
き
る
の
は

満
十
八
■
か
ら
二
十
五
才
ま

で
の
男
子
で
、
受
け

つ
け
は

主
記
で
毎
日
、
試
験
は
毎
月

行
な

っ
て
い
ま
す
ｃ

△
受
け
つ
け
＝
役
場
ま
た

は
自
衛
隊

（
青
森
地
方
連
絡

部
．
青
森
市
油
川
字
大
浜
）

引
揚
者
の
特
別
交

付
金
申
請
は
早
く

引
揚
者
の
特
別
交
付
金
の

申
請
を
受
け

つ
け
中
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
早
目
に

役
場
あ
る
い
は
、
出
張
所

へ

提
出
し
て
下
さ
い
。
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
点
は
役
場
の

民
生
係

へ
お
問
い
合
せ
下
さ

相

内

保

育

所

で

お

ゆ

う

ぎ

会

―
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
―

相
内
保
育
所
の

「
お
ゆ
う

ぎ
会
」
は
十
七
日
午
前
九
時

か
ら
、
同
所
大
遊
戯
室
で
開

き
ま
す
。
父
兄
の
方
々
の
参

観
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

．　

Ｎ

Ｈ

Ｋ

で
優

秀
農

・　

家

の
推

せ

ん
募

集

一

「構
十
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
饉
秀
典
家

二
の
選
定
は
」
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
主
催

一一̈一［̈「̈̈̈
一̈ 又

、年
末
、年
始
に
か
け
て
の

防
犯
運
動
．
火
災
予
防
、
交
通

事
故
防
止
運
動
な
ど
に
は
ぜ
ひ

協
力
し
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
十
二
月

の
暦
は
、
―

△
二
十
日
　
・‥
道
路
交
通
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
年
末

年
始
は
交
通
事
故
が
起
き
や
す

い
状
態

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

運
転
者
も
歩
行
者
も
道
路
交
通

法
を
よ
く
守
り
、
事
故
を
未
然

嘲』
詢
メ
ビ
Ｆ
う「
ぉ
．メ
亥
一

△
二
十
二
日
…
‥
冬
至
で
す

一
年
中
で
い
ち
ば
ん
昼
が
短
か

く
、
反
対
に
夜
が

い
ち
ば
ん
長

い
日
で
す
。
ま
た
、

こ
の
日
か

ぼ
ち
や
を
食
べ
れ
ば
中
風
に
か

か
ら
な
い
ど
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
た
い
し
て
根
拠
の
あ
る

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
ま
い
が
、

冬
期
の
野
菜
不
足
を
補
う
こ
と

か
ら
、
ま
ん
ざ
ら
意
味

の
な
い

も
こ
の
日
に
仕
事
を
終
る
と
こ

ろ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
十
日

三
十

一
日
に
は
大
掃
除
を
終
わ

り
、
心
静
か
に
新
し
い
年
を
迎
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